
地域・保護者の皆様に応援をいただいています！

数学者ガウス
浜山中学校 校長 大森俊也
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カール・フリードリヒ・ガウスは、19
世紀のドイツの数学者です。ガウスは、
後の数学や科学に多くの影響を与えた
偉大な数学者の一人です。
そのガウスが小学生（7～10歳）の

頃のエピソードです。
算数の時間に、「１から100までの数

をすべて足すといくつになるか。」とい
う問いが出されました。この問いを出
した教師は、「どんなに計算が早い子供
でも、計算が終わるのに10分以上はか
かるだろう」と考えていました。とこ
ろがガウスは、ものの数秒で答えてし
まいました。
私が小学生の時であれば、１＋２＋

３＋・・・と順番に計算し、50を足し
たくらいのところで計算ミスに気づき、
また、１＋２＋３＋・・・と始めから
計算し直していると思います。とても
10分では、計算できません。ましてや
ガウスのように数秒で答えることは、
考えられません。
では、ガウスはどうやって、こんな

に早く計算できたのでしょう。
次のように、紙に1から100までの数

を50で折り返して書きます。
1＋ 2＋ 3＋・・・・＋49＋50

100＋99＋98＋・・・ ＋52＋51
縦に並んだ2つの数を足すと、
101＋101＋101＋・・ ＋101＋101

となり、なんと101×50を計算すれば
求められることになります。答えは50
50。なんと美しい考え方ではないでし
ょうか。
高校生で学習する数列の考え方を知

っていればこのように計算できますが、
小学生でこの考え方を使えたのにはび
っくりします。これは有名なエピソー
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ドなので、聴いたことのある方も多い
と思います。
ガウスは「1から順番に足し算する

のは時間がかかるうえに、計算ミスを
する可能性も高くなる。もっと計算し
やすく、もっと効率よく計算できる方
法があるはずだ。」と思い、このよう
な方法を考えついたのだと思います。
とは言っても、ガウスは数秒で答えを
出しているので、一瞬でここまで考え
たかどうかはわかりませんが。
この問いを、何も工夫せず、与えら

れたまま、1から順番に足していく私
のような考えは、何も新しいものを生
み出すことはできないと思います。こ
れからの時代は、ガウスのように、課
題を自分で見つけ、よりよい解決の方
法を自ら考え実行できる力が必要にな
ります。誰かが与えてくれる解決法や
答えを待っているのでは、先へ進めな
い時代になっています。もしかしたら、
いくら待っていても、答えさえないこ
とも考えられます。
浜山中学校の生徒は、素直で、穏や

かで、優しい生徒です。私は、そんな
浜中生が大好きです。また、生徒会活
動を中心に、様々な場面で、生徒が主
体的に活動できるようにしています。
この取組を、生徒一人一人の将来の自
立に繋げていきたいと考えています。
数学者ガウスにはなかなか及びませ

んが、生徒一人一人が様々な課題を自
分のこととして捉え、考え、行動でき
るように、教職員一丸となって取り組
んでまいります。よろしくお願いいた
します。



【 一球に込めた思い 】〔 野球部 藤江 来斗 〕 【 華美 】〔 美術部 平井 美桜 〕

野球部は、６月７～９日に行われた出雲市総体に出場しま 私たちは、日々自分達の作品と１対１で向き合って

した。僕たちは３年間の親やグラウンド、顧問、応援してく います。賞に入るか入らないかは、あまり関係なく、

ださる方々に感謝の気持ちを持ち、一球一球を大切にし、最 どれだけ自分らしいものを作れるかが大切だと思い

高なチームメイトの笑顔と共に準優勝で県総体出場を決め、 ます。時間や描くお題は決まっていますが楽しみ方

最高な恩返しができました。そして県総体では、僕たちの目 は決まっていません。なので、作品から休憩時間、

標であり、先輩たちと約 もっと全力で楽しんでください。

【 自己ベスト更新 】〔 陸上競技部 石飛 洸人 〕 【 惜敗 】〔 サッカー部 狩野 日悠悟 〕 束した「中国大会出場」 「部長」というぜいたくな役につけてとても幸せで

市総体では、部員全員が全力を尽くし、ほとんど 僕たちサッカー部は、６月７，８日に行われた出雲市総 ができるよう青々と晴れ した。不器用であたふ

の人が自己ベストを出すことができました。その結 体に出場しました。結果は、初戦の出雲一中に前後半を０ た空の下で汗を流し、チ たですが、部員の皆の

果、多くの人が県総体への出場権を獲得しました。 －０で終え、ＰＫ戦の末、惜敗し、目標としていた県総体 ームメイトの笑顔や応援 おかげで毎日がおとぎ

一人ひ とり が自 出場とはなりませんでした。それでも浜中らしい戦い方で してくださる方々と共に 話です。ありがとうご

分たち の課 題を いい試合、そしていい最後を迎えられました。先輩や後輩 一球に思いを込めたいと ざいました。

克服し 、全 力で といっしょに、切磋琢磨したこの３年間も、今思えば、と 思います。応援ありがと

これか らの 大会 ても短い時間でした。サッカー部はこれまでに、多くの方 うございました。 【 史上最響 】〔 吹奏楽部 今岡 慈葵 〕

に向か って いき 々に支えられてきました。後輩のみんなには、そのことを 今年度はコロナの影響で部活動停止などがあり思う

ます。 応援 あり 忘れないよう、互いに競い合って上を目指してもらいたい 【 みんな仲良し放送部 】〔 放送部 安達 美羽 〕 ようにいかない事が多かったです。その中で今、部

がとう ござ いま です。応援ありがとうございました。 私たち放送部はアナウンス、朗読、動画で全国大会を目指 活ができることがとても幸せです。ここまで部活を

した。 してがんばってきました。今年度は朗読部門で２人入賞する 続けることができたのも保護者の方や地域の方々が

ことができました。動画部門はまだ 支えてくださったおかげです。今年度はその感謝の

製作中なので、すばらしい作品を作 気持ちを楽器に込め、自分達が目標とする中国大会

【 見つけた課題 】〔 剣道部 周藤 逞 〕 っていほしいと思います。私たち３ 進出を目指し、全力で演奏します。

市総体は男子、女子団体戦ともに納得のいく結果 年生はもう引退になります。後輩た

で は あ り ま せ ちには仲良く協力して、いい作品を

ん で し た 。 チ たくさん作ってもらいたいです。応

ー ム 目 標 と し 援ありがとうございました。

て い た 「 自 分 【 感謝 】〔 バレーボール部 金廻 彩音 〕 《『朗読の部』にて全国大会出場 石飛愛奈さん（３年生）》

の 役 割 を 果 た 私たちバレー部は、６月

す 」 と い う こ ７，８日に行われた出雲市 【 夏に向けて 】〔 合唱部 前島 赦那 〕

と が で き ま せ 総体に出場しました。目標 昨年度に続き新型コロナ対策のためマスク着用で思うよう

ん で し た 。 し としていた県総体出場はか に練習できない中、コンクール等が中止になるのではないか 【戮力協心】〔バスケットボールクラブ 秋田 果乃〕

か し 、 市 総 体 なえられたものの、満足で と常に心配しています。そんな中で６月に参加した合唱祭で 私たちは、６月７，８日に行われた市総体に出場し

で は 、 各 々 が きる順位ではありませんで は、今の自分達の実力をしっかり出し切って歌うことができ ました。初戦は三中と対戦し、 50 - 69 で負け、２戦

課題を見つけました。その課題を克服し、県総体で した。市総体を通して見つ ました。また、後日のミィーティングで感想や反省点を出し 目は 48 - 33 で勝ちました。惜しくも県総体まで行き
頑張りたいと思います。応援よろしくお願いします。 かった課題点を改善し、より良いチームとなっていきたい 合い、他校や他団体の良い所を発見し、全体でより良い合唱 ませんでしたが、３年生

です。一緒に戦ってくれたバレー部の仲間、指導してくだ にしようと決意を固めました。これからも練習を重ね、夏に 全員が出場し、試合に貢

【市総体を終えて】〔ソフトテニス部 石橋 里央奈〕 さった先生方、そして応援してくださった方々にはとても 控えたコンクールに向かって頑張ります。 献している人も多く、良

私たちソフトテニス部は、６月７，８日に浜山公 感謝しています。応援ありがとうございました。 くできたと思います。応

園テニスコートで行われた出雲市総体に出場しまし 援ありがとうございまし

た。個人戦、団体戦ともに、県総体出場とはなりま 【 市総体総括 】〔 卓球部 白濱 颯介 〕 た。

せんでしたが、「本気、強気、笑顔」を忘れず最後 僕たちは、６月７，８日に行われた市総体に出場しまし

までチームで団結して戦うことができました。コロ た。団体戦は、平田中と出雲二中と共に３勝４敗で並び、

ナウィルスなど 得失点差で平田中に僅かに及ばず、県総体出場を逃しまし

が流行している た。個人戦で僕は上位１６人が県 祝！早くも決めた全中出場！【7/9通信陸上にて】
中で、しっかり 総体に出場することができる中で ◎全男400mR (43'47 大会新・島根県記録！ )
感染対策を考え １７位という本当に悔しい結果に 《現在日本ランキング３位！のタイムです！》

ながら主催して 終わりました。悔いの残る結果だ ◎全男 1 0 0ｍ
く だ さ っ た 方 った人が大半でしたが、それぞれ (11'19)
や、家族、顧問 の部員が力を出した大会でもあり 野田小獅郎 さん
への感謝の気持 ました。応援ありがとうございました。 （２年生）

ちを忘れないようにしたいです。応援ありがとうご 全国標準突破
ざいました。 個 人 で も 全 中 出

場決める！

去る６月に市総体をはじめとする各部活動の主だ

った大会が終了し、後数日で県総体が始まります。

３年生にとっては、部活動の区切りがついた人、この先を勝負としている人など様々だと思います。いずれにせよ、入学してか

ら学校生活の中で多くの時間を費やしてきた部活動です。その時間と経験は、決してお金では買えない、そして誰にも奪うこと

ができないものです。きっと、『勝ち』以上の『価値』をそれぞれが見つけているに違いありません。そこで、各部代表に「部活

動を通して得たこと、伝えたいこと」などを、校報『はまゆう』で発信してもらうことにしました。 《敬称略》


